


２０１７年度 JAAF 公認ジュニアコーチ養成講習会 山梨会場実施要項 
 
目 的  地域スポーツクラブ（スポーツ少年団を含む），小・中・高校生の部活動において

発育発達段階を考慮した，競技者育成のための基本指導ができる指導者を養成する。 
主 催   公益財団法人日本陸上競技連盟，公益財団法人日本体育協会 
主 管   公益財団法人日本陸上競技連盟普及育成委員会，一般財団法人山梨陸上競技協会 
 
１．カリキュラム 
（１） 共通科目（スポーツリーダー養成講習会で受講） 
（２） 専門科目 ４０時間（集合講習３０時間・その他１０時間）本講集会で実施 

     ＊専門科目の時間数は下記参照 
１）種目の特性に応じた基礎理論        集合    その他   計 

① 発育発達段階を踏まえた競技者の育成＝ ２時間 ・ １時間 → ３時間 
② 指導における各種理論       ＝ ５時間 ・ ３時間 → ８時間 
③ 陸上競技の主なルール       ＝ １時間 ・ １時間 → ２時間 
④ 部活動の運営と地域クラブ     ＝ １時間 ・ ２時間 → ３時間 

２） 実技指導法 
① 陸上競技の種目別指導       ＝１９時間 ・ １時間 → ２０時間 

３） 実技指導演習 
① 陸上競技の種目別指導の方法    ＝ ２時間 ・ ２時間 → ４時間 

                    合計 ３０時間 ・１０時間 → ４０時間 
２．期 日  
  平成２９年２月１０日（土），１１日（日）建国記念の日，１２日（月）振替休日 
３．会 場 
  小瀬スポーツ公園山梨中銀スタジアム 

〒400-0836 山梨県甲府市小瀬町８４０ （最寄り駅：JR 身延線「南甲府駅」） 
４．日 程    

各会場地日程は別紙参照。山梨会場の詳細日程は，確定後，山梨陸上競技協会ＨＰに

掲載をする。  ＵＲＬ：http://yamanashitf.web.fc2.com/ 
５．受講条件 
(1)受講年度の４月１日現在、満１８歳以上で、現在陸上競技の指導に携っている者。もし

くは将来陸上競技の指導に携わる希望がある者(学生など)で、日本陸上競技連盟普及育

成委員会が認める者。 

(2)指定のカリキュラム(集合講習３０ｈ)について、自身で選択した 1会場にて全日程を受

講すること。 

＊交通事情を除き、３０分以上の遅刻・早退・欠席が１日でもある場合は全日程の再受講
となる。 

 



＊再受講については、全日程を別会場にて振替えての受講、もしくは次年度に再受講をす
ること。 

＊体調不良、一身上の都合など個人的な事情については考慮しない。 
６．申込方法 

申込みについては別紙の「ＪＡＡＦ公認ジュニアコーチ講習会受講申込みについて」

の申込手順を確認すること。 
(1)申込期間 各会場開催日の１ヶ月前 
(2)申込方法 日本陸上競技連盟 HP より申込 
７．受講料 

共通科目・専門科目受講：２５，０００円＋決済手数料   

専門科目のみ受講：１５,０００円＋決済手数料   

免除適用コース承認校在校生：１０,０００円＋決済手数料   

＊後日発送する振込依頼書の指定日までに、日本陸上競技連盟指定の口座へ振込みをする。 
＊専門科目受講に対して一旦納入された受講料は、理由の如可を問わず返金しない。 
＊振込後、都合により今年度中に受講できない場合、振込年を含み４年間は受講料が有効
となる。 

＊別途テキストの購入が必要となります。 

８．検定・審査 
講習に基づく検定・審査は、共通科目と専門科目の区分別に実施する。 

(1)共通科目における検定試験は、日本体育協会の判定・審査とする。 
(2)専門科目における検定試験は、日本陸上競技連盟普及育成委員会により技能検定を主体

に、筆記試験等を加えた総合判断とし審査する。 
(3)共通科目・専門科目のいずれも検定に合格した者を、「ＪＡＡＦ公認ジュニアコーチ（体

協公認陸上競技指導員）養成講習会修了者」として認める。 
９．資格認定 

共通科目・専門科目の検定に合格(講習免除者を除く)し、指導者登録(登録の申請・登

録料の納入)を完了した者は、次年度の１０月１日付で、日本体育協会より「指導員」と

して認定され、「認定証」および「登録証」が交付される。 
10．登録・更新 
(1)登録について 
指導者資格登録には、以下の登録料が必要となる。また更新には義務研修の受講が必要

となる。 
◇登録料：１４,０００円(日本体育協会１０,０００円＋日本陸上競技連盟４,０００円) 
◇初期登録料：３,０００円 ＊合格後、日本体育協会へ納入する。（登録料は上記金額が４

年分となる） 
(2)更新について 
指導者としての登録有効期限は４年間となる。本資格の更新には、資格有効期限の６ヶ

月前までに日本体育協会（都道府県体育協会実施の研修も含む）または日本陸上競技連盟



の定める義務研修を受けなければならない。 
◇更新料：１４,０００円（日本体育協会１０,０００円＋日本陸上競技連盟４,０００円） 
＊資格登録後は４年ごとに更新料が必要となる。更新料は日本体育協会へ納入する。 
11．受講有効期限 

受講者は原則として、受講開始年度を含め４年以内に専門科目を修了しなくてはなら

ない。（共通科目については１年以内。）なお、期限内に修了しない場合は、その時点で

受講者としての権利をすべて喪失する。 
12．受講取消 

受講者としてふさわしくない行為があったと認められた場合、日本陸上競技連盟普及

育成委員会にて審査し、受講を取消す場合がある。 
13．その他 

本講習会受講に際し取得した個人情報は、日本体育協会及び各都道府県体育協会、日

本陸上競技連盟及び各都道府県陸上競技協会が、受講管理に関する連絡（資料の送付等）

と、関係事業を実施する際に利用し、これ以外の目的に個人情報を使用する際は、その

旨を明示し了解を得るものとする。 
14．本件に関する問い合わせ（※受講科目によって異なりますのでご注意ください） 

日本陸上競技連盟事務局 ジュニアコーチ担当 
〒163-0717 東京都新宿区西新宿小田急第一生命ビル 17 階 
E-mail：coach@jaaf.or.jp ／ TEL：03-5321-6580 ／ FAX：03-5321-6591 
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